
口の機能の異常があると、認知症になる危険性が
1.5 ～ 2 倍に！

02 軽度認知障害と口の機能の相関関係

1.5 倍！

1.8 倍！

分かったこと

健康チェックで分かってきたこと

健康チェックは、多職種（10を超える鹿児島大学各学科等や団体）の連
携により開催しております。平成 29年度からの取組で得られたデータを
基に、各研究室などで分析した結果、次のようなことが分かってきました。

関係連携団体等

令和３年度

満足度
99.8％チェック内容

チェック内容と当日の流れ

採血

４

血糖値などの他、心臓病の早期診
断等に役立つ項目も測定します。

一般
調査

５

生活習慣など様々な質問を、ご回
答いただきます。

受付

１

新型コロナ対策として、屋外と屋
内の２段階に分けて受付します。

説明

２

医師から健康チェックの内容につ
いて説明を行います。

問診

３

身長を測定後、保健師が問診を行
い、血圧を測定します。

10

心電図を調べます。最後に医師が
確認し、終了です！

栄養
調査

６

管理栄養士と一緒に１か月間の食
事を調べます。

口腔
調査

７

口の潤いや動き、飲み込む力など、
口の中の健康状態を調べます。

活動
調査

８

趣味・嗜好など、活動の充実度を
お尋ねします。

脳と体

９

認知機能検査や、筋力・歩行検査等、
脳と体の健康度を調べます。

心電図

※タブレットを使用します

※タブレットを使用します

嚙む力が弱い

舌の力が弱い

【出典】Kiuchi Y, Makizako H, et al: The Association between Dietary Variety and Physical Frailty in Community-Dwelling Older Adults. Healthcare9(1),E32,2021.
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食事バランスとフレイルの関係性を調査しました。

食事の偏りはフレイルの危険サイン！？

2019 年参加者のうち、65 歳以上 577 名

質問内容

分析対象

検査方法 食品多様性スコア、日本版フレイル基準

10 食品 ･･･ 肉類、魚介類、牛乳 & 乳製品、大豆製品、卵、
　　　　　 海藻類、緑黄色野菜、果物、いも類、油脂類

【それぞれの食品の摂取頻度を点数化】
0 点＝ほとんど食べない、 1 点＝週に 1 ～ 2 回食べる 
2 点＝ 2 日に１回食べる、 3 点＝ほぼ毎日食べる

30 点満点で 16 点以下を摂取食品の多様性が低下と定義

1 週間における 10 食品の摂取頻度
市民の皆様へ

分析結果

フ レ イ ル（ 虚 弱 ）
に該当している人
では摂取食品の多
様性が低下してい
る割合が高い傾向
でした。
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摂取食品が低下
している人の割合

フレイル群

フレイルに該当している人では食事のバランスが偏って
いる人が多い可能性があります。いろいろな食品を組み
合わせて食べることで必要な栄養素を摂取することが可
能であるとされています。フレイルを予防するためにも、
普段の生活から、左記の 10 食品をバランス良く食べる
ことを心がけましょう。

※フレイル：健康を損ねやすく、介護が必要と危険の高い状態

当日は、10つのブースで、チェックを受けつけていただきます。
会場の滞在時間は平均２時間となり、少し長いですが、過去参加者の満足度は

99.8％ ( 良かった 95.1％＋普通 4.7％ ) の高評価をいただきました！

03

咀嚼機
能低下

65

年
齢

老いは口からはじまる

全身状態と口腔機能における年齢との関係

口腔不潔
舌口唇運動

機能低下

フレイルサルコ
ペニア

軽度認知
障害嚥下

機能低下

口腔機能
低下症

低舌圧

咬合力
低下

76

69
71
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栄養、運動、内服薬、その他

介
入
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